
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各機関が持つ情報を集約する訓練（案） 《令和元年11月上旬実施》 

訓練の目的 

訓練の内容 

資料２ 
 
 
・基本戦略で重点的な推進を図る根幹的な応急対応に関する項目について更なる推進及び関係機関の連携体制の強化を目的とした合同訓練を実施する。 

 
 
・①各機関の持つ情報を一元化・共有する合同訓練により、情報集約能力の強化を目指す。 
・②道路啓開における進出ルートを関係機関と協議する合同訓練により、道路啓開オペレーションの迅速な判断と効率的な実施を目指す。 

訓練実施内容のイメージ 
①広域被災情報の一元化・共有 ②広域被災状況を基にした道路啓開オペレーション訓練 

■参加予定機関 
四国厚生支局、中国四国農政局、四国経済産業局、四国運輸局、大阪航空局、国土 
地理院四国地方測量部、海上保安庁、中国四国地方環境事務所、陸上自衛隊第１４ 
旅団、四国４県、四国４県警察本部、全国消防長会、西日本高速道路(株) 、四国 
電力(株) 、西日本電信電話(株) 、本州四国連絡高速道路(株) 等 
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